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＜連絡事項＞

· 退院患者様のケアプロセスは退院後、早急に作成してください。

· 当直医指示による処方箋の処理は間違いなく、速やかに行ってください。当直医が翌日不在などの場合はS.G.M.へ処理方法について確認してください。

· 床などに水がこぼれていたらすぐにふき取りましょう。

→患者様が滑って転んでしまうかもしれない。

→環境整備が不十分であり、病棟側の責任となる。

＜患者様連絡事項＞

· 駒木　洋士様…5/15　15：00～5/16　10：00外泊予定。金曜日に主治医へ確認後、ご　　

家族へ許可の有無について連絡してください。

→明日の皮膚科で上腕部の発赤を診察していただいてください。

· 杉澤　恵子様…他患者様よりお菓子をもらっていることがありました。糖尿病であり、　

間食制限をしていることを再三注意していますが理解ありません。また他患者様へも杉澤様の制限について説明し協力していただきましょう。今回、譲り受けたおやつは廃棄としています。

　　　　　　　　月に1本としているインスタントコーヒーが5/4の時点で1/4の両となっています。現状では1ヶ月保てる状況ではないため、受け持ちNsは今後の管理についてどうして行くのか、本人と話し合ってください。

　　　　　　　　→明日、定期採血、検尿予定となっています。

・　佐々木　康子様…明日、定期採血となります。

・　蛯名　勝幸様…本日、左肘疣治療のため日赤病院皮膚科受診。今後も継続的に受診予定となります。

· 東海林　康之様…四肢の浮腫著名なため、本日、至急で定期採血行っています。

＜週間予定＞

火曜日…皮膚科診察、タオル漂白

金曜日…歯科

＜患者様ケース検討＞

駒木　学様…１、5/4外出前に「迎えが遅い…。」と壁を蹴ることがある。

　　　　　　２、外出後、持ち帰りの私物確認の際に「見られたくない、不愉快だ」との発言がある。

　　１、に関して…迎えが遅いことでイライラを表出している。

→スタッフは迎えの時間が遅いことを把握していたか？

　本人の前後の様子を把握していたか？

　駒木様自身は、不平・不満を言葉として伝える事が不得意で、たまりにたまった状況で問題行動化する傾向がある。かといって、何度も「イライラはどうですか？」などの声掛けは余計な負担となる。

　今回のような状況であれば「迎えが遅いけど、家族へ連絡してみますか？」

　「外出したらどこへ行くのですか？お昼は何を食べたいですか？」などの声掛けをしてはどうだったか？世間話的な声掛けも必要では？

　　２、に関して…我々スタッフ自身も第三者（他人）にバックなどを見られるのは気持ちのよいことではない。

当院（病棟）になぜ危険物の持込が許可されないのか、外出・泊時には説明をすること。その確認をするためにバックを拝見させて頂くことを了承願うこと。

またできれば帰院時の荷物確認はご家族・付き添い者にも同伴して頂くことが望ましい。持ち込めないものなどその場で説明し、持ち帰っていただくことが出来る。

　　　　　　　

中森みや子様…入浴の度に「お湯がぬるい、貯めている量が少ない」と浴槽に入ることが出来ていない。以前は1時間掛けての長い入浴であった。

　　　　　　　精神症状によるものなのかどうか？

　　　　　　　→入浴前に本人を連れて行き、お湯の温度、量を確認してもらってはどうか？集団での入浴なので、個人のニーズばかり受け入れることも難しいが時には個人のニーズに合わせることも時には重要なのでは？

　　　　　　　→明日のお風呂準備終了後、入浴前に風呂場へ誘導しお湯を確認してもらう。

＜田名部Dr診察情報＞

・　田端　テル様…便秘が5日間続いているということでセンナリド（下剤）２T処方となる。水分補給、腹部マッサージを進めて行く。

· 磯島　貴浩様…本人の意識の中で「退院の期限が切れている」との発言あり。主治医よ　　　　　

り現在、青山荘への入所手続きを進めていることを説明。

　　　　　　　　

